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福井における 
住宅需給の 
見極め 
利用者の選択肢を多様
化 
用途変更による
既存建築物活用の 
ノウハウ 
世帯の高齢化・小規模化 
既存建築物の老朽化 
既存建築物活用による 
賃貸住宅供給システム 
賃貸住宅の空き家増加 
テナントビルの空床増加 
中心市街地の活力低下 
住民を引き寄せること
により市街地活性化
需給分析により
魅力的な賃貸住宅
を提供するための
システム構築 
 
 近年，既存建築物の用途転用（コンバージョン）の事例は大都市部を中心に増加しつつあるが，
福井など地方都市ではわずかである。一方，福井では市街地内に十分な賃貸住宅ストックが形成さ
れていないが，需要者の多様な住要求に応える住宅市場を形成する（需要を引き出す）上で，賃貸
住宅ストックの整備は重要な課題である。さらに，中心市街地の活性化（=“住みたい”街づくり）
に必要な市街地内住民の確保，流入人口（転勤者や商業者など）の受け皿（=“住める”街づくり）
としても必要である。そのためには，用地取得の困難な新規建設でなく，既存建築物の有効利用方
法としての賃貸住宅化を推し進めることが合理的である。 
本研究は主に住宅需給分析の立場からの調査・分析を中心に考えているが，建築設計，インテリ
アデザイン，都市デザイン，不動産マネジメントなどの研究者・専門家，さらには不動産所有者と
も連携しながら，具体的提案につなげたい。 
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